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全 3巻［河出書房新社，1960～1961 年］，『講座　現代日本のマス・コミュニケーション』全 4巻［青




















冊法律時報』1号，1957 年 2 月］
「日本軍国主義とマス・メディア」［『思想』
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試みに 1990 年代以降の日本現代史研究の主だった講座類を紐解けば『日本同時代史』全 5巻［青
木書店，1990～1991 年］，『戦後日本　占領と戦後改革』全 6巻［岩波書店，1995 年］，『岩波講座・日
本通史』20～21 巻［岩波書店，1995 年］，『岩波講座　近代日本の文化史』9～10 巻［岩波書店，2002























































































































































































































































































































そして「現代政治評論家批判」［『知性』1956 年 9 月号］辺りから「論壇」でも荒瀬の文章が注目
され始める
（39）
。これ以降，多くの総合雑誌に荒瀬は時事的評論を発表していく。1961 年 6 月に助教











の会員を荒瀬は，永井道雄が文部大臣のとき（1974 年 12 月～1976 年 12 月）に辞めている。
「右寄りの文部大臣のいるところで政治学科出身の同じ研究会の人間がいたら何が起こるかわから
ない」と思ったからだ（荒瀬談 1）。1987 年に刊行された『東京大学百年史　部局史四』の新聞研






























































































































































の成立は 1920 年代半ば頃といわれている。関東大震災以降，都市部に中間層が生まれ，1924 年
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史」が専攻であるという言及は数多くある。早い言及は『日本読書新聞』1955 年 1 月 1 日号に見
られ，荒瀬自身が「大衆文化，言論史などを研究」と書いている。その後，「コミュニケーション
史専攻」という呼称も一定表出するが，「言論史専攻」が最も多い。時期が下っても例えば『読売
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占の形成過程」と同じ『思想』1955 年 2 月号に掲載された「日本新聞史年表」の準備が荒瀬に一
つの見取図をつくる上で一定の役割を果たしたのではないかと考えられる。この「日本新聞史年表」
は荒瀬の編集により作成されたもので，1861～1954 年までの時代をカバーし，「政治・社会」，「新
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1975 年 12 月］も参照のこと。
（ 6）――例えば『マスコミの明日を問う』全 4巻［大月



















































1973 年 9 月 1 日号］63 頁。
（20）――なお荒瀬豊氏から，かつて氏が『ぱれるが』（評
論社）に連載した「ジャーナリズム私見」42 回分［『ぱ














た，ゆくすえ」［『思想の科学』1955 年 4 月号］85 頁。
（25）――荒瀬豊「弱者の苦悩と抵抗　「眼には眼を」に















2000 年に創設された東京大学大学院情報学環に 2004 年
統合された。詳しくは「新聞研究所・社会情報研究所　
















（39）――例えば『毎日新聞』1956 年 8 月 3 日付の総合
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（39）――例えば『毎日新聞』1956 年 8 月 3 日付の総合




































1960 年 7 月号から 1961 年 6 月号まで荒瀬は編集委員の
一人を務めている。
（43）――荒瀬豊「抵抗と死をめぐって―「良識」三氏へ
の公開質問状」［『現代の眼』1972 年 10 月号］255 頁。
（44）――荒瀬，前掲「現実と学問をつなぐもの」86 頁。


















































































































































年 7 月号］25 頁。

























































































年 7 月号］25 頁。























画芸術』1958 年 10 月号］25 頁。この引用文は荒瀬の文
章である。
（94）――荒瀬豊「投書とジャーナリズム」［『新聞研究』













（101）――『ぱれるが』1976 年 1 月号 19 頁。
（102）――『ぱれるが』1975 年 1 月号 21 頁。
（103）――荒瀬豊「「新聞処分」の現況―毎日倒産劇の後
にくるもの」［『現代の眼』1977 年 9 月号］283 頁。
（104）――荒瀬豊「解説　マックレイカーの弾性」［『宮
武外骨著作集　第二巻』河出書房新社，1987 年］673 頁。
（105）――『ぱれるが』1976 年 4 月号 17 頁。
（106）――『ぱれるが』1974 年 2 月号 30 頁。
（107）――同上，29 頁。
（108）――『ぱれるが』1974 年 4 月号 24 頁。杉山光信「新
聞研究所と 1950 年代のマスコミ研究」［『東京大学社会





















ナー増刊』1979 年 10 月号］94 頁。
（116）――荒瀬，前掲「ジャーナリズム論のために」5頁。
（117）――『ぱれるが』1975 年 2 月号 17 頁。
（118）――『ぱれるが』1976 年 1 月号 31 頁。
（119）――『ぱれるが』1976 年 10 月号 18～20 頁。
（120）――『ぱれるが』1975 年 4 月号 18 頁。
（121）――『ぱれるが』1976 年 11 月号 29 頁。
（122）――荒瀬，前掲「ジャーナリスト」105～106 頁。
（123）――添田知道・荒瀬豊「七〇年代歌謡曲人生誌」







































（139）――『ぱれるが』1975 年 2 月号 18 頁。
（140）――荒瀬豊「民衆と責任の問題」［『岩波講座　現





















者のノートから」［『世界』1960 年 8 月号］216 頁。















りを通して」［『図書新聞』1956 年 6 月 30 日号］や同「論





想』1957 年 9 月号］38～39 頁。
（154）――同上，47 頁。
（155）――この記事は，荒瀬豊「“亜細亜”は生きている
―言論人のアジア観」［『中央公論』1958 年 6 月号］や




















紀要』14 号，1966 年］59，78 頁。
（161）――荒瀬豊「日本外交の自立をもとめて」［『世界』
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紀要』14 号，1966 年］59，78 頁。
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うたのである［『現代の眼』1977 年 11 月号 281 頁］。
（178）――同上「占領統治とジャーナリズム」374～375 頁。
（179）――荒瀬豊「秘密外交か民意外交か」［『世界』















（182）――『ぱれるが』1976 年 12 月号 30 頁。
（183）――荒瀬の全ての仕事を扱うことはできず，例え
ば「ハンガリア問題をどう受けとったか―日本の世論」
































（193）――『ぱれるが』1974 年 9 月号 31 頁。
（194）――『ぱれるが』1976 年 10 月号 26～27 頁。同 27
頁の「「少女」むけのお講義」という表現は気になるが，『ぱ


























（202）――『ぱれるが』1974 年 2 月号 29 頁。
なお本研究は 2010 年度の科学研究費補助金（特別研究員奨励費）による成果の一部である。
（国立歴史民俗博物館外来研究員，日本学術振興会特別研究員PD）
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Study of History of Ideas of ARASE Yutaka：
Principle of Criticism of Journalism 
NEZU Tomohiko
This article examines the ideas of ARASE Yutaka （born in 1930） from the viewpoint of journalism 
and the history of journalism. It questions the meaning of studying journalism and its history. This is 
the first study to examine the formation of the ideas of ARASE Yutaka, who was a researcher on the 
history of journalism, and his theory and criticism of journalism.
Chapter I, “Formation of Ideas” follows ARASE, who was a college student and a journalist of Asahi 
Shimbun at the Niigata branch before he spent his life as a researcher at the Institute of Journalism 
and Communication Studies, University of Tokyo, and how he developed his consciousness of “con-
necting reality and the academic world” in those days. While analyzing the “Philosophy of Okesa,” 
which discusses folk songs of Niigata, this chapter determines the location of the problem conscious-
ness of ARASE.
Chapter II, “Theory of Journalism” stresses the importance of the fact that ARASE understood 
journalism not just as a subordinate concept of mass media but studied the tense relationship between 
them, by referring mainly to the journalism theory by TOSAKA Jun and HAYASHI Kaori. This chapter 
clarifies that ARASE understood the concept of journalism as an ideological message facing the reality 
with critical thinking, and delves into the critical role specific to journalism.
Chapter III, “Criticism of Journalism” studies ARASE’s criticism of journalism in history. ARASE 
read the process of separation of “freedom of speech” demanded by journalists from the “movement 
for liberation” in the Rice Riot, and observed the “abandonment of consistent speech” in connection 
with the responsibility of journalism at times of war. This chapter reexamines ARASE’s analysis of 
journalistic discourse just after defeat in war to indicate clearly that his method of criticism of journal-
ism is based on a complete logic.
Finally, after addressing some remaining tasks, this article presents the theory that the practical 
critical thinking of ARASE, who sneaked through popular ideas with a sense of distance from intellec-
tuals and sensibility to sarcasm and wit, was the principle that connected his self-image as an intellec-
tual and the ideas of journalism.
Keywords: History of journalism, Journalism, Tense relationship with mass media, Responsibility of 
journalism at times of war, Critical character of ideas
